
ＮＰＤＩ広島外相会合 我が国の基本的考え方

我が国は唯一の戦争被爆国であり，「核兵器のない世界」に向けて国際社会を

リードしていくことは，我が国の道義的責務。

★４月１１－１２日に開催するＮＰＤＩ広島外相会合で以下を目指す。

被爆地・広島にＮＰＤＩメンバー国外相が集う

「核兵器のない世界」に向けた政治的意思を発信する貴重な機会。

核兵器の非人道性に関する問題も含めた，参加外相との率直な意見交換

会合の直後に行われる２０１５年ＮＰＴ運用検討会議に向けた最後の準備

委員会（第三回準備委員会）に対し，ＮＰＤＩとしての有益な提案を行う。

広島における市民社会との交流，平和記念資料館等視察

参加各国に核兵器の影響の実相に直接肌で触れてもらうことで，我が国の

「核兵器のない世界」に向けた思いを積極的に発信。



ＮＰＤＩ広島外相会合の狙い

ＮＰＤＩとしての
成果

軍縮・不拡散のための，
現実的かつ実践的な取組

を進める

広島で被爆の
実相に触れる
－市民との意見交換
－平和記念資料館等視察
－ユース非核交流

プログラム（仮称）

議長としての
日本の役割

－各国の政治的意思を束ね，
リーダーシップ発揮
－核兵器国・非核兵器国を
橋渡ししつつ，核軍縮・
不拡散を進める


